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固定された観測点で、10分あたり 0.3 Kの割合で気温が低下しているから、 
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④を tで微分すると、 
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（１）で求めた微分方程式の解は、一般に 
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④より、 0u のとき、 Gv
dt

d
 だから、 

0sin C ， GCf cos  

である。したがって、 

0 ，
f

G
C   

となって、 

ft
f

G
v sin  

④より、 

f

G
v

dt

d

f
u 

1
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①を pについて 9501 p hPaから 10002 p hPaまで積分すると、 
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合成関数の微分の公式より、 
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①で定義した に、②とヒントを適用すると、 
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